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研究成果の概要（和文）：高齢者の便秘による長時間の座位保持は呼吸状態を低下させ、身体的負担が大きくな
る。近年、排便時の身体的負担を軽減するために、上肢支持前傾姿勢のとれる上肢支持手すりが広く利用できる
ようになったが呼吸状態の快適性への影響はまだ報告されていなかったため、本研究で検証を試みた。
その結果、上肢支持前傾姿勢は、排便時適切な前傾角度により腹部に高い自由度を提供し、上肢支持により上胸
部の可動性を改善するため、高い肺気量を確保していた。さらに、安定性の向上により、快適性が得られてい
た。したがって、腕で支えられた前傾姿勢は、一般的な排便姿勢よりも排便に効果的であると結論付けることが
できた。

研究成果の概要（英文）：Elderly people experience a heavy physical burden due to deteriorated 
respiratory function owing to prolonged sitting defecation posture due to constipation. In recent 
years, to reduce the physical burden of defecation, arm support handrails, which support the arms in
 a forward-leaning posture, have become more widely available. However, the effect on respiratory 
comfort has not yet been reported, so this study examined it.
As a result of research the arm-supported, forward-leaning defecation posture provides a high degree
 of freedom in the abdomen due to proper forward-leaning, while the upper limb support improves the 
mobility of the upper thorax, thus ensuring high lung volume. In addition, the increased stability 
provides a comfortable feeling. Therefore, we conclude that the arm-supported, forward leaning 
position is more effective for defecation than the general defecation position.

研究分野： 内部障害作業療法
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、排泄姿勢における上肢支持手すりを用いた上肢支持前傾座位姿勢を呼吸機能の観点から検証しその有
用性を示した。そのため高齢者へ排泄環境の調整に根拠をもって上肢支持手すりを導入し、上肢支持前傾座位の
動作指導を行うことが可能となった。この結果は今後、高齢者の身体的負担を軽減し、安楽な生活行動を送るこ
とに繋がることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
高齢者は，加齢に伴う運動量や食事摂取量の減少などから便秘を呈しやすく，排泄による長時

間の姿勢保持は身体的負担が大きい．その排泄姿勢は一般的に直立座位と前傾座位の 2 種類が
用いられている．そのうち，前傾座位は腹圧を増強させ，排泄しやすい姿勢であり，広く使用さ
れてきている．その一方で，前傾座位は過度な前傾により横隔膜の動きを制限するため，呼吸機
能の観点から身体的負担を考えると良肢位とはいいがたい．現在，排泄時の身体的負担軽減のた
め介護施設等では上肢支持排泄姿勢のとれる上肢支持手すりが普及し始めているが呼吸機能の
観点から身体的負担軽減に繋がるかは不明である．  
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，一般的な排泄姿勢である直立座位，前傾座位と上肢支持手すりを用いた上肢

支持前傾座位で呼吸機能を比較し，上肢支持前傾座位が有用であるか検証するものである． 
 
３．研究の方法 
 
対象は，地域在住高齢者 57 名（男性 13名，女性 44名）とし，重篤な呼吸器疾患や運動器疾

患を有するものは対象から除外した．  
 測定姿勢は直立座位，前傾座位，上肢支持前傾座位の３つとした．測定項目は体幹前傾角度，

呼吸機能，胸郭可動域，主観的安楽感とした．体幹前傾角度は各姿勢における大腿と体幹がなす
角度を計測した．呼吸機能は肺気量測定装置（マイクロスパイロ HI-801，日本光電社製）を用
いて肺活量測定（肺活量，1回換気量，予備吸気量，予備呼気量，最大吸気量）と努力性肺活量
測定（努力性肺活量，1秒量，1秒率，最大呼気流量）を計測した．計測は，呼吸機能検査ガイ
ドラインに従い各姿勢で 3回実施し，最高値を採用した．各姿勢の計測順序はランダムとし，各
計測前は 3 分以上の十分な休息を入れ，後半の姿勢で計測に影響がでないよう配慮した．また，
胸郭可動域は胸郭可動域測定装置（T.K.K.3345，竹井機器工業社製）を用いて，最大呼気・吸気
時の胸郭周径（腋窩部，剣状突起部・第 10 肋骨部）を計測し，その差を算出した．主観的安楽
感は，主観的安楽順位と Numerical Rating Scale：NRS（呼吸のしやすさの程度を 11 段階で数
値化）を計測した．統計学的処理には SPSS（Windows 版 ver26.0）を用いた．体幹前傾角度，呼
吸機能，胸郭可動域，NRS の各項目に対する姿勢の比較には，共変量として性別，身長，体重，
を投入した反復測定一元配置共分散分析及び Friedman 検定を用いた．それぞれ有意な主効果が
あった場合には Bonferroni 法による多重比較を行った．主観的安楽順位はχ2 検定を行った．
尚，有意水準は 5％とした．尚，国際医療福祉大学倫理審査委員会承認を受け対象者に同意を得
て実施している． 
 
４．研究成果 
 
各姿勢の体幹前傾角度が直立座位：88.4±3.0°，前傾座位：54.7±8.0°，上肢支持前傾座位：

61.8±7.5°であり，各姿勢間に有意な差を認めた（ｐ<0.01）（図 1）． 
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            図 1 各姿勢の体幹前傾角度 

 
各姿勢の呼吸機能測定において，肺活量は上肢支持前傾座位が他の姿勢より有意に高値を示

し（ｐ<0.01），予備呼気量，努力性肺活量，1秒量は上肢支持前傾座位が前傾座位より有意に高
値を示した（それぞれ，ｐ<0.05，ｐ<0.01，ｐ<0.01）（表 1）．また，各姿勢の胸郭可動域測定の
腋窩部において上肢支持前傾座位は他の姿勢より有意に高値を示した（ｐ<0.01）（表 2）． 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
主観的安楽順位は最も安楽であるとの回答が上肢支持前傾座位 32 名，次いで直立座位 18名，

前傾座位 7名の順で多かった（ｐ<0.01）．また，各姿勢の NRS において上肢支持前傾座位は，直
立座位および前傾座位よりも有意に高値を示した（p <0.01）（表 3）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
排泄姿勢において上肢支持前傾座位は過度な体幹前傾位を防ぐ姿勢であり，前傾座位より腹

部の自由度が高く，一方で直立座位より腹圧を高めやすかった．さらに，上肢支持が加わること
によって除重・安定性が増しその結果，上部胸郭の可動性を高め，呼気を中心とする肺気量位を
確保できていたと考えられた． 
以上のことにより，上肢支持前傾座位は安定性や呼吸の自由度の高さにより一般的な排泄姿

勢より主観的安楽感を得ることのできるため，排泄時に有用な姿勢といえる． 
本研究成果により，根拠をもって高齢者へ上肢支持手すりの排泄環境の調整や上肢支持前傾

座位の動作指導が可能となった．結果として，高齢者の身体的負担を軽減し，安楽な生活行動を
送ることに繋がることが今後期待できる． 
 

表 1 各姿勢の呼吸機能測定 
 

直立座位 前傾座位 上肢支持前傾座位 

肺活量 (L) 2.61 ± 0.59 2.56 ± 0.52 2.67 ± 0.58＊＊†† 

一回換気量 (L) 0.62 ± 0.26 0.65 ± 0.32 0.65 ± 0.25 

予備呼気量 (L) 0.84 ± 0.35 0.75 ± 0.38      0.86 ± 0.34† 

予備吸気量 (L) 1.50 ± 0.48 1.45 ± 0.43 1.48 ± 0.45 

最大吸気量 (L) 2.01 ± 0.58 1.98 ± 0.48 2.03 ± 0.51 

努力性肺活量 (L) 2.20 ± 0.54 2.14 ± 0.47 2.25 ± 0.50†† 

一秒量 (L) 1.93 ± 0.45  1.87 ± 0.39＊ 1.95 ± 0.41†† 

一秒率 (%) 90.80 ± 6.34 90.48 ± 6.51 89.81 ± 7.48 

最大呼気流量 (L/S) 5.40 ± 1.77 5.21 ± 1.69 5.36 ± 1.80 

平均 ± 標準偏差，多重比較（Bonferroni 法），共変量：性別，身長，体重 
＊：p＜0.05 vs 直立座位 ，＊＊：p＜0.01 vs 直立座位 †：p＜0.05 vs 前傾座位 ，††：p＜0.01 vs 前傾座位 

表 2 各姿勢の胸郭可動域測定 
 

直立座位 前傾座位 上肢支持前傾座位 

腋窩部 (cm) 1.14 ± 0.47  1.28 ± 0.65 1.64 ± 0.95＊＊†† 

剣状突起部(cm) 1.38 ± 0.83    1.84 ± 0.86＊＊ 1.72 ± 0.89＊＊ 

第 10肋骨部(cm) 1.57 ± 1.26    2.25 ± 1.35＊＊ 1.77 ± 1.43†† 

平均 ± 標準偏差，多重比較（Bonferroni 法），共変量：性別，身長，体重 
＊＊：p＜0.01 vs 直立座位 ，††：p＜0.01 vs 前傾座位 

表 3. 各姿勢の Numerical rating scale (NRS)  
 

直立座位 前傾座位 上肢支持前傾座位 

NRS‡ 6.37 ± 2.28 5.47 ± 1.87 7.49 ± 1.84 ＊†† 

平均 ± 標準偏差，多重比較（Bonferroni 法） 

‡：11 段階（0～10）高値なほど安楽感が高い 
＊：p＜0.05 vs 直立座位 ，††：p＜0.01 vs 前傾座位 
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